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学び・交流プラザは３月29日に落成式を行
い、４月13日にオープンしました。（図書館は
５月12日）。▼施設内には、多目的ホール、交
流アリーナ、図書館、武道場、９つの交流室な
どを備えています。また、図書館には、郷土資
料コーナーのほか、絵本の読み聞かせを行う
「おはなしのへや」などがあり、幅広い年代の
方が快適に利用していただける施設です。▼今
後、誰でも気軽に集い、学び、育む生涯学習の
拠点として、人やまちの活性化や交流の場とし
ての役割が期待されます。

集い、学び、育む、人とまちの創造拠点集い、学び、育む、人とまちの創造拠点集い、学び、育む、人とまちの創造拠点

学び・交流プラザがオープン
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定
例
会
の
概
要

定
例
会
の
概
要

　

定
例
会
初
日
、
木
村
市
長
の
平

成
27
年
度
の
市
政
運
営
に
対
す
る

施
政
方
針
が
あ
り
ま
し
た
。

　

施
政
方
針
で
市
長
は
、「
平
成

27
年
度
は
、
今
後
の
市
政
運
営

の
指
針
と
な
る
『
第
２
次
周
南
市

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
し
ゅ
う
な

ん
共
創
共
生
プ
ラ
ン
』
が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
と
な
る
。『
無
限
の
市

民
力
と
最
大
限
の
行
政
力
を
結
集

し
、
周
南
の
価
値
を
高
め
る
ま
ち

づ
く
り
』
を
都
市
経
営
の
理
念
と

し
、
市
民
と
行
政
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
り
、
共

に
協
力
し
て
、
社
会
全
体
で
支
え

創
る
共
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
、
本
市
の
価
値
を

高
め
、
都
市
像
で
あ
る
『
人
・
自

然
・
産
業
が
織
り
な
す
未
来
に
つ

な
げ
る
安
心
自
立
都
市
周
南
』
の

実
現
に
取
り
組
む
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
新
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ
や
徳

山
駅
南
北
自
由
通
路
な
ど
の
大
型

事
業
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
前

年
度
と
比
較
し
て
６
・
６
％
減
と

な
っ
た
が
、
平
成
26
年
度
３
月

補
正
予
算
案
と
し
て
計
上
し
て
い

る
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
に

係
る
国
の
補
正
予
算
に
呼
応
す
る

事
業
は
、
平
成
27
年
度
に
取
り

組
む
こ
と
か
ら
、
実
質
６
・
２
％

の
減
と
な
る
」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
月
25
日
の
本
会
議
で
提
案
説

明
、
３
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
会

派
に
よ
る
質
疑
を
行
っ
た
後
、
予

算
決
算
委
員
会
に
付
託
し
、
９
日

か
ら
11
日
ま
で
の
３
日
間
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

19
日
の
本
会
議
の
討
論
で
は
、

「
今
回
、
旧
近
鉄
松
下
百
貨
店
へ

の
仮
庁
舎
事
業
費
が
計
上
さ
れ
、

新
庁
舎
建
設
に
向
か
っ
て
着
実
に

計
画
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
現
在
の
国
の
経
済
状
態
、
市

の
財
政
を
考
え
る
と
、
と
て
も
楽

観
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
り

一
層
の
慎
重
を
望
む
」、「
道
路
ス

ト
ッ
ク
整
備
事
業
や
固
定
資
産
台

帳
整
備
事
業
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
策
や
小
中
学
校
耐

震
化
事
業
、
障
害
者
へ
の
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
集
約

型
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
、
水
素

利
活
用
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
、
新
た
な
事
業
の
展
開
で
、

元
気
の
あ
る
周
南
市
を
つ
く
る
こ

と
を
期
待
す
る
」、「
周
南
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
で
大
量
に
生
み
出
さ
れ
る

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
た
産

業
振
興
、
水
素
タ
ウ
ン
構
想
を
積

極
的
に
展
開
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
利
便
性
の
高

い
公
共
交
通
網
の
形
成
に
向
け
た

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

は
、
移
動
の
自
由
を
保
障
す
る
自

立
し
た
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
の
で
、
大
い
に
力
を
注
い
で
い

た
だ
き
た
い
」、「
第
２
次
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
に
掲
げ
る
７
つ
の

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
少
子
化
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
据
え
、
喫
緊

の
課
題
で
も
あ
る
少
子
化
問
題
に

対
応
す
る
諸
施
策
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
制
度
と
も
呼
応
し
、
よ
り
充
実

し
た
支
援
策
と
し
て
、
長
期
に
わ

た
る
必
要
財
源
の
確
保
を
裏
づ
け

に
、
着
実
な
少
子
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
充
実
を
願
う
」、「
機
構
改
革

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
と
中

山
間
地
域
振
興
課
の
統
合
に
よ
り
、

職
員
が
地
域
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て

い
く
施
策
展
開
に
期
待
を
す
る
。

職
員
が
地
域
か
ら
信
頼
を
勝
ち
と

る
に
は
、
し
つ
こ
い
ほ
ど
の
密
着

や
山
村
の
水
と
緑
と
歴
史
的
営
み

を
絶
対
に
守
る
使
命
感
が
鍵
と
な

る
の
で
、
存
分
に
汗
を
流
し
て
い

た
だ
き
た
い
」、「
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
、
婚
活
、
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
の
総
合
支
援
応
援

事
業
、
子
育
て
応
援
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
開
催
、
障
害
者
相
談
支
援
の

充
実
の
た
め
の
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、
生
活
者
の

視
点
で
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的

配
分
は
評
価
す
る
が
、
予
算
執
行

に
際
し
、
費
用
対
効
果
等
を
考
え

た
、
創
意
と
工
夫
を
し
た
運
用
に

心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

賛
成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
「
今
、
市
が
や
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
医
療
や
教
育
、
福

祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
公
平
に
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

り
、
国
の
押
し
つ
け
に
よ
る
総
合

戦
略
や
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

は
、
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
施
政
方
針

新
年
度
一
般
会
計
予
算
は

賛
成
多
数
で
可
決

「人・自然・産業が織りなす未来につなげる 
安心自立都市  周南」を目指した

平成27年度一般会計予算を賛成多数で可決



第１回定例会［定例会の概要］ 周南市議会だより平成 27 年 5 月 15 日

3

定例会の主な日程
2月25日/本会議
委員会提出議案
　○提案説明、質疑、討論、表決
中間報告（環境建設委員会・徳山駅周辺整備対策特別
　　　　　委員会・公共施設再配置計画及び新庁舎建
　　　　　設に関する特別委員会）
報告（まちづくり総合計画策定に関する特別委員会）
補正予算等
　○提案説明、質疑、委員会付託
施政方針
新年度予算・条例等
　○提案説明

2月26日～27日/常任委員会
補正予算等の審査

3月3日～5日/本会議
補正予算等
　○委員長報告、討論、表決
中間報告（3日・公共施設再配置計画及び新庁舎建設
　　　　　に関する特別委員会）
会派質問
　○施政方針（質疑）
　○新年度予算（質疑・委員会付託）　○一般質問
新年度関係議案（予算を除く）
　○質疑、委員会付託

3月6日～11日/常任委員会
新年度予算・条例等の審査、所管事務調査ほか

3月19日/本会議
新年度予算・条例等
　○委員長報告　○討論　○表決
中間報告（企画総務委員会・環境建設委員会）
議員提出議案
　○提案説明、質疑、討論、表決

※追加議案を除く

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
は
賛
成
多
数
で
可
決

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

は
賛
成
多
数
で
可
決

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

会
計
予
算
は
全
会
一
致
で
可
決

　

討
論
で
は
、「
保
険
財
政
共
同

安
定
化
事
業
は
、
前
年
度
に
比
べ

約
22
億
４
０
０
０
万
円
増
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
町
村
の
一

般
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
削
減

し
、
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ

に
つ
な
が
る
平
準
化
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
、
国
民

健
康
保
険
の
都
道
府
県
化
へ
の
地

な
ら
し
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
市

町
村
は
、
医
療
費
を
抑
え
る
た
め

に
保
険
事
業
に
力
を
入
れ
て
頑

張
っ
て
い
る
が
、
都
道
府
県
化
は

保
険
事
業
を
な
し
崩
し
に
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と

の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
「
平
成
27
年
度

か
ら
第
６
期
の
介
護
保
険
事
業
が

始
ま
る
が
、
介
護
保
険
料
は
７
・

９
％
引
き
上
げ
で
、
５
０
５
０
円

と
な
る
。
ま
た
、
介
護
報
酬
は

２
・
２
７
％
引
き
下
げ
ら
れ
、
利

用
料
は
所
得
に
応
じ
て
１
割
か
ら

２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
年
金

の
削
減
や
消
費
税
増
税
で
高
齢
者

を
取
り
巻
く
状
況
は
深
刻
で
あ
り
、

特
に
、
介
護
報
酬
引
き
下
げ
は
、

介
護
難
民
を
生
み
出
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
」
と
の
反
対
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
新
年
度
か
ら
、

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
と
な
り
、

競
艇
事
業
局
と
な
る
節
目
の
年
で

あ
る
。
好
調
が
伝
え
ら
れ
る
競
艇

事
業
も
、
一
般
会
計
へ
の
繰
り
出

し
が
大
命
題
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
、
軽
快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

駆
使
し
、
業
務
発
展
に
努
め
ら
れ

る
よ
う
エ
ー
ル
を
送
る
」
と
の
賛

成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一般会計当初予算の内訳

歳入総額
640億4,300万円
［％は構成比］

歳出総額
640億4,300万円
［％は構成比］

市税
239億345万円
37.3％

市債
90億3,480万円

14.1％

地方譲与税等
35億6,200万円

5.6％

地方交付税
78億1,300万円

12.2％

分担金及び負担金
6億3,678万円

1.0％

使用料及び手数料
11億7,614万円

1.8％

民生費
197億3,868万円

30.8％

衛生費
78億円1,588万円

12.2％

議会費
4億4,225万円

0.7％

総務費
66億4,300万円

10.4％

労働費
4,837万円
0.1％農林水産業費

13億2,441万円
2.1％

商工費
16億8,556万円

2.6％

土木費
72億5,360万円

11.3％消防費
24億6,393万円

3.8％

教育費
88億1,485万円

13.8％

公債費
75億6,407万円

11.8％

予備費
1億円
0.2％

災害復旧費
1億4,840万円

0.2％

国庫支出金
89億1,836万円

13.9％県支出金
37億5,458万円

5.9％

財産収入等
10億1,274万円

1.6％

繰入金
17億9,012万円

2.8％

雑収入
24億4,103万円

3.8％
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ＱA

【
施
政
方
針
質
疑
】

問　

キ
ー
ワ
ー
ド
が
平
成
26
年

度
の
「
実
感
」
か
ら
、
平
成
27

年
度
は
「
確
信
」
へ
と
変
わ
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
れ
ば

い
い
の
か
。

答　

我
が
国
が
直
面
す
る
少
子

化
・
超
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会

問
題
は
十
数
年
前
か
ら
政
治
テ
ー

マ
と
し
て
き
た
。
市
長
就
任
以

来
、
持
続
可
能
な
将
来
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
そ
の
確
か
な
成
果
を

実
感
し
た
。
平
成
27
年
度
以
降

は
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
が
、
間

違
い
で
な
か
っ
た
こ
と
を
確
信
し

て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

問　

「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
対
応
す

る
」
と
あ
る
が
、
何
を
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

答　

出
会
い
、
結
婚
、
妊
娠
、
子

育
て
、
教
育
と
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
し
な
が
ら
、
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
切
れ

目
の
な
い
支
援
に
対
す
る
体
制
を

つ
く
っ
て
い
く
が
、
ま
ず
は
、
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
国
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
合
わ

せ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
、
大
切
と
考
え
て
い
る
。

問　

新
庁
舎
の
建
設
は
今
年
度
実

施
設
計
に
入
る
が
、
事
業
費
抑
制

の
意
思
は
あ
る
か
。

答　

市
民
が
親
し
み
や
す
く
、
利

用
し
や
す
い
交
流
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
安
心
安
全
を
し
っ
か
り
守

る
と
り
で
と
し
て
、
豪
華
さ
を
避

け
、
可
能
な
限
り
税
金
の
無
駄
遣

い
に
気
を
つ
け
る
。

問　

市
民
生
活
の
安
心
安
全
確
保

策
と
し
て
、
新
た
に
福
祉
総
合
窓

口
を
設
置
す
る
と
あ
る
が
、
何
が

目
的
な
の
か
。

答　

も
や
い
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
継
承
し
つ
つ
、
高
齢
者
・

障
害
者
・
子
ど
も
・
生
活
困
窮
者

な
ど
に
対
象
を
広
げ
、
福
祉
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
者
の
最
初

の
相
談
窓
口
と
し
て
、
窓
口
を
一

本
化
し
、
専
門
の
職
員
が
対
応
す

る
。
そ
れ
を
各
機
関
や
部
署
に
つ

な
げ
て
い
く
。

問　

身
近
な
生
活
の
安
心
安
全
確

保
は
市
民
総
力
で
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

社
会
が
複
雑
、
高
度
化
し
て

き
て
い
る
の
で
、
事
件
、
災
害
を

公
だ
け
で
支
え
る
の
は
無
理
で
あ

る
の
で
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

正
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取

り
組
む
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
や
活
動
も
支
援
し
て
い
く
。

問　

「
い
の
ち
の
大
切
さ
」
を
教

育
の
観
点
か
ら
ど
う
教
え
る
の
か
。

答　

学
校
や
子
ど
も
の
世
界
は
社

会
の
縮
図
で
あ
り
、
学
校
や
家
庭

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
。
基
本

的
な
事
は
、
忠
実
に
地
道
に
教
育

を
し
、
微
妙
な
変
化
に
少
し
で
も

気
付
く
具
体
的
な
施
策
を
先
手
、

先
手
、
早
目
、
早
目
に
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。

問　

市
内
全
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
策
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
課
と
中
山
間
地
域
振
興
課
の

統
合
と
あ
る
が
ど
う
な
る
の
か
。

答　

今
ま
で
は
、
過
疎
化
の
進
む

中
山
間
地
域
の
取
り
組
み
と
、
全

市
的
に
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
組
織
を
中
心
と
し
た
地
域
づ

く
り
を
重
層
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
、
市
内
全
域
で
の
高
齢
化
、

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
周
辺
部

も
中
山
間
地
域
と
同
様
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
の
で
、
都
市
部
も
含

め
、
実
情
に
応
じ
た
対
応
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
が
問
題

解
決
に
取
り
組
む
中
に
、
関
係
職

員
も
入
っ
て
、
市
民
と
と
も
に
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
体
制
に
す

る
。
ま
た
、
公
民
館
の
充
実
に
向

け
た
取
り
組
み
も
進
め
る
。　

問　

徳
山
駅
周
辺
整
備
事
業
の
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

平
成
27
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
駅

ビ
ル
を
解
体
す
る
。
新
徳
山
駅
ビ

ル
、
西
側
駐
車
場
・
駐
輪
場
は
、

29
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、
ま

た
、
北
口
駅
前
広
場
や
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
は
平
成
31
年
度
の
完
成
を

予
定
し
て
い
る
。

問　

産
業
活
力
・
富
の
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
、「
市
内
で
は
大
型

の
設
備
投
資
が
活
発
に
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
」
と
あ
る
が
、
大
型
設

備
投
資
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
平
成
26
年
８
月
か
ら
、
27
年

９
月
ま
で
の
設
備
投
資
は
３
８
７

億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
市
内
共
通
商

新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！

会派で行う集中質問会派で行う集中質問

昭
和
29
年
に
建
築
さ
れ
た
市
役
所
本
庁
舎

本
館
は
、
建
築
後
60
年
が
経
過

新
誠
会

﹇
議
員
名
﹈
兼
重　

元
、
田
村
勇
一

　
　
　
　
　

坂
本
心
次
、
清
水
芳
将

　
　
　
　
　

立
石　

修
、
土
屋
晴
巳

　
　
　
　
　

中
津
井
求
、
福
田
健
吾

　
　
　
　
　

米
沢
痴
達
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【
新
年
度
予
算
質
疑
】

問　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
や
人

口
定
住
に
重
点
配
分
と
す
る
と
あ

る
が
、
具
体
策
は
あ
る
の
か
。

答　

地
域
創
生
関
係
で
人
口
減
少

に
歯
ど
め
を
か
け
る
施
策
の
展
開

を
し
て
い
る
が
、
総
合
的
な
窓
口

が
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
今
か

ら
総
合
戦
略
を
練
り
、
５
年
間
の

計
画
を
立
て
る
中
で
、
組
織
化
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

仮
庁
舎
整
備
の
予
算
が
、
約

２
億
３
０
０
０
万
円
あ
る
が
、
町

な
か
へ
の
波
及
効
果
は
ど
う
か
。

答　

４
０
０
名
近
い
職
員
が
移
動

す
る
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
形

で
消
費
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
の
で
、
波
及
効
果
が
期
待

で
き
る
。

問　

法
人
市
民
税
の
減
と
あ
る
が
、

ど
の
く
ら
い
の
影
響
が
あ
る
の
か
。

答　

平
成
21
年
度
か
ら
は
25
億
円

前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、
27
年

品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
部
分
は
ど
の

よ
う
に
決
め
た
の
か
。

答　

こ
の
事
業
は
国
が
地
域
住
民

生
活
緊
急
支
援
の
た
め
に
実
施
す

る
交
付
金
事
業
で
、
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
る
。
今
回
は
５
億
５
０

０
０
万
円
だ
が
、
過
去
の
事
業
の

実
績
を
踏
ま
え
、
商
工
会
議
所
と

相
談
し
て
決
め
た
。

問　

地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
、

首
都
圏
に
あ
る
本
社
機
能
を
地
方

に
積
極
的
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
に

よ
る
法
人
税
等
の
優
遇
措
置
が
、

国
の
施
策
と
し
て
あ
る
。
こ
の
施

策
は
、
産
業
の
活
力
、
地
方
の
富

の
創
造
の
点
で
、
非
常
に
深
く
か

か
わ
っ
て
く
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

昨
年
４
月
に
企
業
立
地
促
進

条
例
を
施
行
し
、
研
究
者
集
積
奨

励
金
を
設
け
た
。
研
究
機
能
を
持

っ
て
く
る
こ
と
は
マ
ザ
ー
工
場
化

し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
相
対
的

に
周
南
市
に
残
る
可
能
性
が
高
く

な
る
。
本
社
機
能
が
周
南
市
に
集

中
す
る
こ
と
は
非
常
に
望
ま
し
い

こ
と
な
の
で
、
ど
う
す
れ
ば
本
社

機
能
を
移
し
て
い
た
だ
け
る
か
、

各
社
の
経
営
陣
の
方
々
と
じ
っ
く

り
話
し
合
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

い
き
た
い
。

問　

中
山
間
地
域
の
人
口
問
題
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

地
域
が
持
つ
歴
史
・
伝
統
・

文
化
や
課
題
は
微
妙
に
異
な
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
夢
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
実
現
し
て
い
く
活

動
が
大
切
で
あ
る
。
地
域
自
ら
が

考
え
、
解
決
す
る
姿
勢
に
対
し
て

市
は
全
力
で
支
援
し
て
い
く
。

問　

「
遊
休
施
設
を
受
け
皿
に
、

雇
用
の
創
出
や
交
流
、
定
住
に
つ

な
が
る
民
間
事
業
の
誘
致
、
企
業

支
援
制
度
の
創
設
」
と
あ
る
が
内

容
は
。

答　

地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
て
学

校
施
設
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
ず
は
翔
北

中
学
校
の
活
用
で
、
地
域
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
る
民
間
事
業
を
全

国
公
募
す
る
。

問　

空
き
家
の
改
修
や
家
財
道
具

の
処
分
を
支
援
す
る
制
度
の
内
容
は
。

答　

移
住
希
望
者
へ
の
補
助
制
度

で
あ
り
、
家
財
道
具
の
撤
去
に
は

10
万
円
を
上
限
に
、
空
き
家
改

修
に
は
１
５
０
万
円
を
限
度
に
支

援
す
る
な
ど
の
制
度
で
あ
る
。

問　

27
年
度
の
地
域
医
療
の
確
保

の
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

答　

高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域

の
診
療
所
の
充
実
や
、
巡
回
診
療

等
の
準
備
に
入
る
べ
き
時
期
な
の

で
、
診
療
機
関
と
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

周
南
緑
地
基
本
計
画
の
年
次

的
取
り
組
み
状
況
は
。

答　

５
つ
の
骨
格
を
持
つ
基
本
整

備
方
針
を
出
し
、
こ
れ
を
早
期
、

中
・
長
期
に
解
決
す
べ
き
項
目
と

し
て
分
け
て
い
る
が
、
当
初
計
画

の
変
更
は
な
い
。
土
地
利
用
計
画

で
は
入
口
や
動
線
の
整
備
を
し
、

施
設
計
画
で
は
駐
車
場
、
運
動
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
防
災
施

設
整
備
の
計
画
を
早
期
に
取
り
組

む
。
施
設
整
備
は
老
朽
化
対
応
な

の
で
、
関
係
者
と
の
協
議
を
進
め

な
が
ら
優
先
順
位
を
つ
け
る
。
平

成
27
年
度
は
駐
車
場
不
足
解
消
の

た
め
、
旧
自
動
車
学
校
跡
地
を
仮

設
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
。

問　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

の
目
的
は
収
益
を
一
般
会
計
に
繰

り
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
が
、
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答　

平
成
23
年
度
か
ら
１
億
７
０

０
０
万
円
の
繰
り
入
れ
を
し
て
い

る
。
現
在
は
好
調
だ
が
、
過
去
の

経
営
状
況
の
悪
化
に
よ
り
老
朽
化

し
た
施
設
整
備
を
先
送
り
に
し
て

い
た
。
安
心
し
て
レ
ー
ス
を
行
う

こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
の
で
、
不

可
欠
な
施
設
整
備
を
優
先
し
て
計

画
的
に
更
新
す
る
。
企
業
と
し
て

将
来
の
不
測
の
事
態
に
備
え
た
経

営
基
盤
確
立
の
た
め
、
積
み
立
て

も
必
要
で
あ
る
。
今
後
安
定
的
に

繰
り
入
れ
る
た
め
、
経
常
利
益
の

１
割
を
維
持
し
た
い
。

度
見
込
み
で
は
約
５
億
円
減
少
す

る
。
国
の
経
済
対
策
の
効
果
等
も

あ
る
が
、
28
年
度
以
降
の
見
込
み

は
難
し
い
。

問　

平
成
27
年
度
は
、
第
２
次
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
初
年
度
で

あ
る
が
、
将
来
や
次
世
代
の
希
望

の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
種
を
ま

い
た
の
か
。

答　

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
の
組
織
体
制
の
強
化
や
、
子

育
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど

に
よ
る
少
子
化
対
策
の
基
盤
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
中
山

間
地
域
で
の
雇
用
の
創
出
な
ど
に

つ
な
が
る
民
間
事
業
の
誘
致
や
、

移
住
・
定
住
に
対
す
る
支
援
制
度

の
創
設
な
ど
に
よ
り
、
人
口
減
少

の
抑
制
に
つ
な
が
る
新
た
な
取
り

組
み
を
行
う
。
ま
た
、
産
業
活

力
、
富
の
創
造
で
は
水
素
の
利
活

用
事
業
な
ど
、
次
世
代
に
つ
な
が

る
、
夢
と
希
望
が
あ
ふ
れ
る
ふ
る

さ
と
周
南
を
つ
く
る
た
め
の
予
算

が
で
き
た
。

問　

合
併
に
よ
る
普
通
交
付
税
の

段
階
的
縮
減
の
実
態
は
。

答　
平
成
31
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ス

26
・
６
億
円
の
影
響
額
を
予
定

し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
総
務

省
で
全
体
の
７
割
を
復
元
す
る
と

公
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
約
８
億

円
の
影
響
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

近
年
好
調
が
続
く
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
徳
山
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約
33
万
冊
の
蔵
書
を
有
す
る
中
央
図
書
館

【
施
政
方
針・新
年
度
予
算
質
疑
】

コ
ン
ビ
ニ
収
納
へ
準
備
開
始

問　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
で
収
納
率
は

上
が
る
の
か
。
ま
た
、
手
数
料
が

発
生
す
る
が
費
用
対
効
果
は
。

答　

24
時
間
納
付
が
で
き
る
こ
と

が
、
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
だ
が
、
収

納
率
を
格
段
に
上
げ
る
こ
と
は
他

市
の
例
か
ら
は
難
し
い
。

少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問　

少
子
化
対
策
は
片
手
間
に
や

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
新
た

な
部
や
課
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　

周
南
市
版
総
合
戦
略
の
策
定

と
と
も
に
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
全
市
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
立
し
た
地
域
づ
く
り

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
と
中

山
間
地
域
振
興
課
の
統
合
に
は
期

待
す
る
が
、
非
常
に
幅
の
広
い
課

題
が
あ
る
。
戦
略
的
な
視
野
を
持

っ
て
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　

２
課
の
統
合
は
、
課
題
解
決

型
の
地
域
づ
く
り
に
本
格
的
に
取

り
組
む
た
め
に
、
地
域
に
入
り
込

み
、
地
域
の
方
々
を
巻
き
込
む
た

め
に
、
こ
の
推
進
体
制
に
し
た
。

危
険
な
空
き
家
対
策

問　

周
辺
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ

の
あ
る
空
き
家
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
新
た
な
業
務
委
託
の
内
容
は
。

答　

危
険
家
屋
に
係
る
経
費
の
支

払
い
に
同
意
が
あ
っ
た
場
合
は
、

ま
ず
市
が
代
わ
り
に
倒
壊
防
止
措

置
を
し
、
そ
の
後
に
所
有
者
に
か

か
っ
た
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
う
。

問　

周
南
市
内
の
危
険
な
空
き
家

の
実
態
は
ど
う
か
。

答　

相
談
の
あ
っ
た
空
き
家
は
55

件
あ
り
、
解
決
し
た
の
が
11
棟
。

特
に
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
も
の
が

17
棟
あ
る
。

水
素
自
動
車
１
０
０
万
円
上
乗
せ

補
助
は
金
持
ち
優
遇
策
で
は

問　

燃
料
電
池
自
動
車
等
普
及
促

進
補
助
金
は
国
の
２
０
０
万
円
の

補
助
金
と
は
別
に
、
周
南
市
独
自

で
１
０
０
万
円
を
５
名
の
方
に
補

助
す
る
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
。

現
在
七
百
数
十
万
も
す
る
燃
料
電

池
自
動
車
を
購
入
で
き
る
人
は
富

裕
層
で
あ
る
。
庶
民
か
ら
は
お
金

持
ち
優
遇
策
と
非
難
さ
れ
な
い
か
。

答　

地
方
都
市
で
は
初
め
て
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
致
し
、
平
成

27
年
度
を
水
素
元
年
と
し
て
、
全

市
を
挙
げ
て
水
素
の
利
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
県
内
他
市
と
は

立
場
が
違
う
と
考
え
て
い
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

図
書
館
Ｉ
Ｃ
タ
グ
シ
ス
テ
ム
導
入

の
奨
め

問　

駅
ビ
ル
に
入
る
、
民
間
活
力

導
入
図
書
館
が
供
用
開
始
と
な
る

と
、
中
央
図
書
館
は
多
少
の
余
裕

も
生
ま
れ
、
役
割
も
少
し
変
わ
っ

て
く
る
。
優
秀
な
図
書
館
司
書
な

ど
の
見
識
、
企
画
力
が
豊
か
に
展

開
し
、
い
い
意
味
で
変
化
、
発
展

が
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

中
央
図
書
館
の
存
在
価
値
は

失
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
新
た

な
図
書
館
が
も
た
ら
す
機
能
を
活

用
し
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
革
新

を
目
指
す
使
命
が
生
ま
れ
て
く
る
。

問　

駅
ビ
ル
に
民
間
活
力
導
入
図

書
館
が
入
れ
ば
、
中
央
図
書
館
に

余
裕
ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
る
が
、

他
市
に
事
例
も
あ
る
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る
軽
食
・
ア

ン
ド
・
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
新

し
い
仕
掛
け
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

提
案
は
い
い
情
報
と
し
て
受

け
止
め
る
。
今
後
、
中
央
図
書
館

の
在
り
方
を
、
も
っ
と
夢
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
き
た
い
の
で
柔
軟

に
考
え
て
い
く
。

問　

図
書
館
Ｉ
Ｃ
タ
グ
、
Ｉ
Ｃ
ゲ

ー
ト
の
導
入
に
よ
り
、
多
忙
な
る

貸
出
・
返
却
・
予
約
事
務
や
蔵
書

点
検
が
簡
素
化
さ
れ
、
図
書
館
司

書
本
来
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
が
強
化

で
き
る
。
ま
た
、
民
間
活
力
導
入

図
書
館
に
整
備
で
き
れ
ば
、
経
費

が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年

続
く
指
定
管
理
料
の
圧
縮
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
、
蔵
書
点
検
の
短
縮
に
よ
る

開
館
日
数
の
増
加
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
な
ど
の
普
及
業
務
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
財
源
確
保
の

問
題
も
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
シ
ス

テ
ム
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

周
南
市
で
は
年
間
約
８
０
０

冊
の
紛
失
本
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
下
松
市
で
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と

い
う
実
績
を
思
え
ば
、
紛
失
を
未

然
に
防
ぐ
抑
止
力
と
し
て
も
ぜ
ひ
、

早
急
に
整
備
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　

紛
失
本
を
金
額
に
す
る
と
大

変
な
額
に
な
る
。
Ｉ
Ｃ
タ
グ
シ
ス

テ
ム
導
入
は
抑
止
力
に
つ
な
が
る
。

新
駅
ビ
ル
完
成
以
前
の
に
ぎ
わ
い

創
出
の
素
地
構
築
が
必
要

問　

民
間
活
力
導
入
図
書
館
は
完

成
前
が
大
事
で
あ
り
、
事
前
に
に

ぎ
わ
い
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が

相
乗
効
果
と
し
て
無
限
の
パ
ワ
ー

を
発
揮
す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

民
間
活
力
導
入
図
書
館
の
成

功
の
鍵
は
、
商
店
街
や
地
域
と
連

携
す
る
こ
と
が
一
番
で
あ
る
。
早

く
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
い
、

民
間
活
力
導
入
図
書
館
で
ど
う
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ど
う
す

れ
ば
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
な
る
の

か
な
ど
、
関
係
団
体
や
ま
ち
あ
い

徳
山
な
ど
と
話
し
合
い
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

熊
毛
地
域
に
道
の
駅
を

問　

道
の
駅
と
い
え
ば
大
掛
か
り

な
施
設
だ
が
、
熊
毛
の
人
々
は
大

き
な
施
設
で
は
な
く
、
農
産
物
の

直
売
所
と
食
事
が
で
き
、
集
え
る

施
設
を
希
望
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

答　

ま
ず
、
道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周

南
の
運
営
に
力
を
注
ぎ
、
そ
の
成

果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

「
里
の
厨
」
の
よ
う
な
施
設
が
熊

毛
に
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
は
、

十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

参
輝
会

﹇
議
員
名
﹈
福
田
文
治
、
長
嶺
敏
昭

　
　
　
　
　

青
木
義
雄
、
尾
﨑
隆
則

　
　
　
　
　

岸
村
敬
士
、
古
谷
幸
男

※

 

用
語
の
説
明

※

Ｉ
Ｃ
タ
グ

電
波
を
受
け
て
働
く
小
型
の
電
子
装
置
の
１
つ
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て
い
る
。
今
後
と
も
、
非
正
規
職

員
の
必
要
な
処
遇
改
善
に
努
め
る
。

問　

子
ど
も
の
６
人
に
１
人
は
貧

困
家
庭
で
育
ち
、
経
済
的
貧
困
は

教
育
の
貧
困
に
、
そ
し
て
人
間
関

係
に
及
び
、
そ
の
連
鎖
は
深
刻
で

あ
る
。
自
治
体
で
の
対
策
を
考
え

る
と
き
で
は
な
い
か
。

答　

地
域
で
の
新
体
制
を
目
指
し
、

平
成
26
年
度
よ
り
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
自
立
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
貧
困
の
連
鎖
は
一
朝
一
夕

に
は
解
決
で
き
な
い
の
で
、
今
後

も
国
の
施
策
や
他
の
自
治
体
の
先

進
事
例
な
ど
に
も
注
視
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

平
成
26
年
12
月
に
、
岐
山
小
、

秋
月
小
、
中
須
中
学
校
で
パ
ン
の

中
に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
破
片
が
多
数
混
入
し
て
い
た

が
、
保
護
者
へ
の
正
確
な
説
明
が

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

給
食
パ
ン
や
一
部
の
学
校
の

米
飯
は
、
委
託
契
約
先
の
公
益
財

団
法
人
山
口
県
学
校
給
食
会
に
対

し
て
、
製
造
業
者
に
対
す
る
衛
生

管
理
や
社
員
教
育
の
徹
底
な
ど
厳

し
く
指
導
す
る
よ
う
に
お
願
い
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
周
南
市
立
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
の

中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏
ま

周
南
会

﹇
議
員
名
﹈
西
田
宏
三
、
伴　

凱
友

　
　
　
　
　

友
田
秀
明
、
長
谷
川
和
美

公
明
党

﹇
議
員
名
﹈
吉
平
龍
司
、
金
井
光
男

　
　
　
　
　

相
本
政
利
、
金
子
優
子

【
施
政
方
針
質
疑
】

問　

「
進
化
し
て
い
く
ま
ち
の
様

子
や
、
元
気
に
活
躍
さ
れ
る
市
民

の
皆
様
の
姿
」
と
は
何
を
指
し
て

い
る
の
か
。

答　

進
化
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

物
が
広
が
っ
て
大
き
く
な
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
よ
り
質
の
高
い

状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
元
気
と
は

一
人
一
人
の
市
民
に
居
場
所
が
あ

り
、
出
番
が
あ
る
、
こ
れ
が
ま
さ

に
元
気
で
あ
り
、
元
気
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
合
っ

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
元
気
さ

だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

産
業
活
力
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
の
４
年
間
、
ど
の
よ
う
に
企
業

誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

答　

企
業
誘
致
も
含
め
、
元
気
な

産
業
づ
く
り
や
、
産
業
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え
、

ま
ず
は
、
現
在
あ
る
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
と
港
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
工
場

で
い
え
ば
、
我
が
市
に
は
、
敷
地

が
余
り
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

問　

現
在
、
防
犯
灯
を
蛍
光
灯
か

ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
か
え
て
い
る
が
、

十
数
年
後
に
老
朽
化
し
切
り
か
え

る
場
合
に
、
市
の
設
置
補
助
金
は

確
約
で
き
る
か
。

答　

防
犯
灯
設
置
補
助
金
は
、
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。

問　

市
の
正
規
職
員
の
交
通
費
は
、

昨
年
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
増
額

し
た
が
、
非
正
規
職
員
は
こ
と
し

の
４
月
か
ら
改
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

交
通
費
の
金
額
も
格
差
が
あ
る
が
、

こ
れ
で
非
正
規
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。

答　

非
正
規
職
員
の
交
通
費
は
、

正
規
職
員
の
22
分
の
15
で
計
算
し

え
、
教
育
委
員
会
と
し
て
公
表
判

断
基
準
や
保
護
者
へ
の
情
報
提
供

の
あ
り
方
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

業
者
の
謝
罪
の
み
で
済
ま
せ

る
の
で
は
な
く
、
早
急
な
安
心
安

全
基
準
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
は
金
属
片
を
口
に

し
た
と
き
が
一
つ
の
基
準
で
あ
っ

た
が
、
今
後
は
公
表
基
準
の
見
直

し
を
考
え
て
い
き
た
い
。

【
施
政
方
針
質
疑
】　

問　

地
方
創
生
元
年
と
位
置
づ
け

で
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
全

国
展
開
は
、
地
域
の
名
産
品
や
旅

行
券
を
割
安
で
ネ
ッ
ト
販
売
す
る

な
ど
、
観
光
資
源
や
地
域
の
支
援

と
地
域
商
店
街
の
活
性
化
へ
市
の

独
自
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
期
待

す
る
が
ど
う
か
。

答　

こ
の
度
は
、
地
域
消
費
喚
起

生
活
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
や
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
を
行
う
。

商
工
会
議
所
は
今
ま
で
の
実
績
も

あ
り
、
参
加
す
る
店
舗
、
事
業
者

が
増
え
て
い
る
の
で
、
大
い
な
る

効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

問　

災
害
時
の
中
枢
と
な
る
本
庁

舎
の
建
設
は
、
安
心
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
防
災
拠
点
で
あ
る
。

現
庁
舎
が
抱
え
る
諸
課
題
を
解
消

し
、
交
流
や
憩
い
の
場
と
し
て
も

親
し
ま
れ
る
庁
舎
を
目
指
し
、
市

民
力
や
職
員
力
で
合
併
後
の
ま
ち

づ
く
り
か
ら
自
立
し
た
ま
ち
づ
く

り
へ
の
「（
仮
称
）
周
南
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
」
建
設
と
も
い
え

る
が
ど
う
か
。

答　

親
し
み
や
す
く
、
誇
り
の
持

て
る
、
ま
た
、
交
流
や
憩
い
の
場

と
し
て
、
市
全
体
の
財
産
と
し
て

庁
舎
建
設
を
進
行
し
た
い
。

市
内
で
普
及
が
進
む
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯

平
成
26
年
に
発
行
さ
れ
た

プ
レ
ミ
ア
ム
付
周
南
市
内
共
通
商
品
券
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問　

「
集
約
型
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

準
備
を
進
め
、
そ
れ
と
と
も
に
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定

し
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
進
め
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
内

容
は
。

答　

立
地
適
正
化
計
画
の
対
象
範

囲
は
都
市
計
画
区
域
を
示
し
て
お

り
、
周
南
市
全
域
を
見
据
え
た
中

で
都
市
部
と
中
山
間
部
を
ど
う
す

る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
公

共
交
通
で
結
ぶ
べ
き
か
を
一
体
的

に
検
討
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

【
新
年
度
予
算
質
疑
】

問　

新
規
の
空
き
家
安
全
対
策
業

務
委
託
で
、「
新
た
に
周
辺
に
危

険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
き
家

に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
」

と
あ
る
が
、
そ
の
業
務
委
託
内
容

は
。
ま
た
、
本
年
５
月
に
全
面
施

行
す
る
空
き
家
対
策
特
措
法
と
の

関
連
は
。

答　

国
か
ら
、
空
き
家
の
定
義
は
、

水
道
や
人
の
出
入
り
な
ど
が
１
年

以
上
の
使
用
の
な
い
も
の
を
空
き

家
と
し
、
周
辺
に
危
険
を
及
ぼ
す

も
の
を
特
定
空
き
家
と
示
さ
れ
た
。

今
後
の
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
動

向
を
注
視
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は

新
た
な
事
業
だ
が
、
取
り
組
み
内

容
は
。

答　

平
成
29
年
４
月
か
ら
始
ま
る

新
し
い
総
合
事
業
の
た
め
に
、
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
す
る
事
業
で
あ
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

問　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
へ
の
事
業
計
画
着
手
の
た
め
に
、

市
が
行
っ
た
ニ
ー
ズ
調
査
で
要
望

が
多
か
っ
た
内
容
は
。

答　

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
、
幼
稚

園
、
保
育
所
等
の
特
定
教
育
保
育

事
業
に
対
す
る
需
要
量
は
、
全
て

の
地
域
で
幼
稚
園
は
供
給
量
を
下

回
り
、
保
育
所
は
供
給
量
を
上
回

る
結
果
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
要

望
の
多
い
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
、
計
画
期
間
の
平
成
27
年

度
か
ら
５
カ
年
で
、
計
画
の
着
実

な
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

問　

高
齢
者
の
孤
独
・
孤
立
を
防

ぐ
と
期
待
さ
れ
る
も
や
い
ネ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
（
福
祉
総
合
相
談
の
窓

口
）
の
相
談
内
容
と
件
数
は
。

答　

生
活
上
の
相
談
や
介
護
保
険
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
も
の
が

60
％
で
あ
る
。
仮
庁
舎
や
新
庁
舎

を
契
機
に
福
祉
専
門
マ
ン
パ
ワ
ー

を
最
大
限
に
生
か
し
た
総
合
相
談

体
制
整
備
に
努
め
た
い
。

【
施
政
方
針
質
疑
】

問　
昨
年
11
月
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
が
制
定
さ
れ
、
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
戦
略
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
が
、
本
市
で
の
取
り

組
み
は
。

答　
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
中
で
、

地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
地
方
創

生
を
進
め
る
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
の
取
り
組
み
は
、
本
市

の
第
２
次
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

の
理
念
と
ベ
ク
ト
ル
は
同
じ
で
あ

る
。
今
後
は
、
人
口
動
態
、
産
業

構
造
な
ど
の
デ
ー
タ
か
ら
本
市
の

特
性
を
分
析
し
、
周
南
市
版
総
合

戦
略
の
策
定
に
取
り
組
む
。
策
定

時
期
は
、
山
口
県
の
総
合
戦
略
が

10
月
ま
で
に
策
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
12
月
を
考
え
て
い
る
。

問　

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
地
域

社
会
を
構
築
す
る
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

り
、
自
治
体
の
力
、
各
地
域
の
力

が
試
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
取
り

組
み
に
市
が
支
援
を
行
い
、
成
功

事
例
を
地
域
全
体
に
広
め
て
い
き
、

刷
新
ク
ラ
ブ

﹇
議
員
名
﹈
小
林
雄
二
、
田
中
和
末

　
　
　
　
　

田
村
隆
嘉

こ
と
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
か
ら

建
設
工
事
に
着
手
し
、
昨
年
８
月

に
第
２
駐
車
場
が
供
用
開
始
し
た
。

ま
た
、
小
動
物
と
の
触
れ
合
い
が

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
舎
が
平
成
28

年
春
に
は
完
成
予
定
で
あ
る
。
そ

の
後
、
自
然
学
習
館
や
バ
ー
ド
ケ

ー
ジ
等
の
整
備
に
取
り
か
か
り
、

南
園
は
象
舎
整
備
を
早
期
に
行
う
。

施
設
整
備
の
進
捗
状
況
は
、
テ
レ

ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
広
報
誌
等
を
利
用
し
て

情
報
を
発
信
し
て
く
。

切
れ
目
の
な
い
支
援
や
若
者
た
ち

が
活
躍
で
き
る
周
南
市
を
築
き
上

げ
て
い
き
た
い
。

問　

健
康
づ
く
り
を
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
視
点
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　

市
民
が
安
心
安
全
に
、
そ
し

て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
行
政

の
最
大
の
目
的
で
あ
る
。
国
内
外

に
は
、
先
進
事
例
が
あ
る
の
で
参

考
に
し
な
が
ら
、
歩
い
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

問　

少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
、

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。

答　

学
校
の
再
編
整
備
に
関
す
る

方
針
を
定
め
、
平
成
21
年
度
以

後
、
５
つ
の
小
学
校
と
１
つ
の
中

学
校
の
再
編
整
備
を
行
な
っ
た
。

現
在
、
再
編
整
備
対
象
の
う
ち
、

小
学
校
４
校
、
中
学
校
２
校
が
未

統
合
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
再
編
整
備
に
は
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
、
地
域
の
方
の
同
意
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

徳
山
動
物
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　

北
園
は
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
工
事
の
着
工
が
１
年
遅
れ
た

動
物
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
イ
メ
ー
ジ
図
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問　

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
周

辺
部
の
声
は
議
会
に
届
き
に
く
く

な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
も
低
下
し
、

市
民
は
自
治
体
が
遠
く
な
っ
た
と

感
じ
て
い
る
。
安
倍
首
相
は
、
自

治
体
消
滅
論
を
利
用
し
、
地
方
創

生
の
号
令
を
全
国
の
自
治
体
に
呼

び
か
け
、
ま
た
、
増
田
レ
ポ
ー
ト

は
、
今
、
自
治
体
が
何
も
し
な
け

れ
ば
、
自
治
体
が
消
滅
す
る
イ
メ

ー
ジ
を
植
え
つ
け
て
い
る
。
地
方

自
治
体
は
法
人
で
あ
り
、
合
併
の

と
き
の
よ
う
な
手
続
を
踏
ま
な
い

と
自
治
体
は
消
滅
し
な
い
。
地
方

創
生
の
深
部
に
は
、
道
州
制
の
問

題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ

の
自
治
体
消
滅
論
を
踏
ま
え
、
周

南
市
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　

本
市
は
、
消
滅
可
能
性
都
市

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
第
２

次
周
南
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

に
、
周
南
共
創
共
生
プ
ラ
ン
を
掲

げ
、
人
口
減
少
問
題
の
対
策
を
中

心
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

　
　
　
　

﹇
議
員
名
﹈
中
村
富
美
子

【
施
政
方
針
質
疑
】

問　

本
市
の
少
子
化
対
策
は
結
婚
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の
一
貫
し

た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
中
心
と

し
て
お
り
、
重
要
な
視
点
で
あ

る
。
し
か
し
、
若
い
女
性
の
人
口

流
出
を
食
い
止
め
な
け
れ
ば
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
負
の

ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
。
若
年
女
性

を
呼
び
込
む
ま
ち
づ
く
り
や
、
雇

用
の
支
援
な
ど
の
施
策
も
必
要
で

は
な
い
か
。

答　

本
年
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
す
る
中
で
若
者
層
に
絞
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
。
若

い
女
性
が
活
躍
で
き
る
、
男
女
共

同
参
画
の
実
現
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

【
新
年
度
予
算
質
疑
】

問　

行
政
改
革
大
綱
の
中
で
、
起

債
目
標
を
一
般
会
計
は
合
併
特
例

債
と
臨
時
財
政
特
例
債
を
除
い
て

４
０
０
億
円
と
定
め
て
い
る
が
、

特
別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
も
目

標
値
を
定
め
て
全
体
で
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計

等
に
つ
い
て
は
繰
り
出
し
基
準
を

設
け
て
お
り
、
こ
れ
に
影
響
す
る

実
質
公
債
費
率
、
将
来
負
担
比
率

が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
計
画
的
に

執
行
し
た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

問　

新
南
陽
総
合
支
所
は
隣
接
す

る
西
消
防
署
と
一
体
的
な
整
備
を

目
指
し
て
基
本
構
想
の
策
定
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
整
備
後
の
部

署
と
人
員
、
ま
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

組
織
体
制
は
市
民
生
活
課
、

健
康
福
祉
課
、
地
域
政
策
課
及
び

教
育
委
員
会
事
務
局
で
、
現
在
と

同
じ
30
名
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、

イ
ン
フ
ラ
維
持
・
管
理
の
担
当
部

署
は
今
後
検
討
す
る
。
総
合
支
所

は
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持

し
つ
つ
、
職
務
権
限
規
程
や
予
算

配
当
費
目
の
見
直
し
、
職
員
の
育

成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
民

満
足
度
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

どうなった？ あの陳情
■ 第１回定例会において、執行部から報告のあった陳情の処理経過の
　 概要は、次のとおりです。

ア
ク
テ
ィ
ブ

﹇
議
員
名
﹈
岩
田
淳
司
、
井
本
義
朗

今
後
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る

新
南
陽
総
合
支
所

 

用
語
の
説
明

※

増
田
レ
ポ
ー
ト

元
総
務
大
臣
の
増
田
寛
也
氏
が
座
長
を
務
め
る
日
本

創
成
会
議
が
平
成
26
年
５
月
に
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト

※

〔執行部の回答〕 浸水エリアが東西の広範囲にわたっていることから、対策エリア
を数ブロックに分割し、昨年度は、徳山駅南口広場付近の産業道
路を対象に、県と道路排水排除の工法協議を行いながら、工事着
手に向けた測量や実施設計の業務を行った。今年度は、この設計
に基づき下流側より、雨水函渠の新設工事の一部に着手し、今後
も継続して工事を進める。

かんきょ

◉徳山駅南側の産業道路周辺地域の浸水・洪水の防止

　　　　　　　採択　  平成24年９月定例会
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新規事業

内容の充実や工事費等を計上した事業

特に重点的に実施する事業

拡 コミュニティ・スクール事業
事業費　530万円
事業の概要　市立小・中
学校に学校運営協議会を
設置し、学校のよさの更
なる伸長と課題解決に保
護者・地域が協働実践す
る地域づくり、学校づく
りを推進する。

質
疑　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
は
、
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
す
る
の
か
。

答
弁　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
取

り
組
み
で
実
績
の
あ
る
、
退
職

さ
れ
た
校
長
先
生
、
１
名
を
考

え
て
い
る
。
新
年
度
は
、
桜
田

中
、
周
陽
中
、
秋
月
中
、
熊
毛

中
の
４
中
学
校
区
を
指
定
し
て

１
年
間
取
り
組
み
、
１
年
ご
と

に
指
定
中
学
校
区
を
変
え
て
、

全
16
校
区
を
網
羅
す
る
計
画

に
し
て
い
る
。

重 コンベンション推進事業観光振興事業
事業費　641万円
事業の概要　地域経済の
活性化を図るため、コン
ベンションの誘致活動を
行うとともに、市内で開
催されるコンベンション
への支援、アフターコン
ベンションの強化・充実
等に取り組む。

拡 地域子育て支援拠点事業
事業費　6,550万円
事業の概要　未就学児のい
る家庭を対象として、親子
の遊び場や交流の場を提供
するとともに、育児相談な
どを総合的に支援する。ま
た、子育て支援センターが
ない地区で出張ひろばを巡
回実施する。

質
疑　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
な
い
地
区
は
ど
こ
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

す
る
の
か

答
弁　

市
内
を
12
の
中
学
校

区
に
わ
け
、
そ
の
中
で
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
な
い
、
須
々

万
中
、
桜
田
中
、
菊
川
中
、
住

吉
中
、
秋
月
中
校
区
の
５
カ
所

を
想
定
し
て
い
る
。
基
本
的
な

事
業
の
内
容
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
内
容

と
同
等
の
も
の
を
実
施
し
た

い
。

重
事業費　3,569万円
事業の概要　工場夜景を初
めとした夜型観光の推進及
び広域エリアでの観光連携
を図るとともに、一般財団
法人周南観光コンベンショ
ン協会の運営を支援するな
ど、官民協働による観光事
業の推進に取り組む。

質
疑　

周
南
・
下
松
・
光
広
域

観
光
連
携
は
、
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

平
成
27
年
度
か
ら
周

南
３
市
の
広
域
事
業
展
開
が
実

現
す
る
。
将
来
的
な
展
開
は
、

山
口
県
東
部
で
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
き
、
平
成
30
年
の
明

治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
た
取

り
組
み
を
最
大
限
活
用
し
て
、

知
名
度
の
向
上
や
、
観
光
資
源

の
充
実
に
よ
り
、
周
南
の
よ
さ

を
だ
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

予算決算委員会
（一般会計の主な事業から）

委員会レポート（その１）
新
拡
重

委員会レポート（その１）

質
疑　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に

対
し
て
、
補
助
金
を
出
し
て
き

た
が
、
周
南
に
魅
力
が
あ
る
か

ら
開
催
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
あ

る
程
度
た
っ
た
ら
検
証
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
来
ら

れ
る
方
は
、
本
市
に
機
能
が
整

っ
た
施
設
が
あ
り
、
交
通
の
利

便
性
な
ど
総
合
的
な
面
で
来
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
補
助
金

は
、
３
年
目
を
迎
え
る
の
で
、

地
域
経
済
の
循
環
に
も
つ
な
が

る
よ
う
に
検
証
し
た
い
。

※市内全小中学校に設置されて
　いるコミュニティ・スクール
　（学校運営協議会）

※平成26年に開催された
　全国工場夜景サミット
　in 周南
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予
算
決
算
委
員
会
で
は
、
３
月

９
日
か
ら
11
日
の
３
日
間
、
新
年

度
予
算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
の
う
ち
、
一
般
会

計
の
主
な
も
の
で
は
、
平
成
27
年

度
末
に
耐
震
化
率
１
０
０
％
を
目

指
す
、
小
中
学
校
耐
震
化
事
業
費

32
億
２
６
８
８
万
７
０
０
０
円
、

秋
に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る

新
櫛
浜
公
民
館
整
備
事
業
費
３
億

９
５
８
２
万
７
０
０
０
円
、
ま

た
、
集
約
型
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
総
合
的
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

あ
る
「
立
地
適
正
化
計
画
」
の
策

定
に
係
る
集
約
型
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
費
１
０
９
０
万
円
、
山
口

県
で
開
催
さ
れ
る
第
23
回
世
界
ス

カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
係
る
歓

迎
交
流
事
業
費
４
５
６
万
８
０
０

０
円
な
ど
、
前
年
度
か
ら
45
億
１

２
０
０
万
円
減
の
６
４
０
億
４
３

０
０
万
円
の
一
般
会
計
予
算
を
審

査
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計

予
算
を
賛
成
多
数
で
可
決

新

質
疑　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
導
入
の
効
果
は
。

答
弁　

今
年
の
10
月
に
各
家

庭
に
個
人
番
号
を
通
知
し
、
利

用
開
始
は
28
年
１
月
か
ら
と

な
る
。
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と
し

て
は
、
社
会
保
障
、
税
等
、
防

災
対
策
の
３
つ
の
分
野
に
関
し

て
個
人
番
号
を
利
用
し
て
い

く
。
目
的
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
行
政
事
務
の
効
率

化
、
給
付
の
適
正
化
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

事業費　2億4,934万円
事業の概要　制度の導
入により、社会保障・
税制度の効率性・透明
性を高め、市民にとっ
て利便性の高い公平・
公正な社会の実現を図
る。

事業費　4,504万円
事業の概要　下水道事業計
画区域外の水洗化推進のた
め、浄化槽の設置費を補助
し快適な生活環境の確保に
努める。また、新たに浄化
槽を適正管理する経費の一
部を助成する。

質
疑　

浄
化
槽
適
正
管
理
推
進

補
助
金
の
内
容
と
、
助
成
す
る

浄
化
槽
管
理
者
の
目
標
を
２
０

０
０
人
と
し
た
根
拠
は
。

答
弁　

受
検
率
向
上
の
た
め
、

維
持
管
理
業
者
へ
の
委
託
料
と

法
定
検
査
料
の
双
方
の
領
収
書

を
提
示
さ
れ
た
方
に
年
間
１
万

円
を
補
助
す
る
。
平
成
４
年
に

事
業
を
始
め
て
か
ら
、
約
２
０

０
０
件
の
実
績
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
の
目
標
を
２
０
０

０
人
と
し
た
。

事業費　1,671万円
事業の概要　多様な関係者
で構成する地域公共交通会
議において協議し、持続可
能な利便性の高い公共交通
網の形成を進める。

質
疑　

地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
規
模
と
実

施
時
期
は
。

答
弁　

計
画
は
、
平
成
27
年

度
に
策
定
予
定
で
あ
る
。
行

政
、
交
通
事
業
者
、
警
察
、
利

用
者
代
表
な
ど
で
構
成
す
る
協

議
会
を
３
、
４
回
開
催
し
、
策

定
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
後
、
早

い
時
期
に
市
内
全
域
で
実
施
し

た
い
。

事業費　1,749万円
事業の概要　周南コンビナ
ートで大量に生み出される
水素エネルギーを生かし
て、各種講演会など市民へ
の普及・啓発に努め、水素
を活用した産業振興と地域
づくりに取り組む。また、
新たに燃料電池自動車（水
素自動車）の公用車への導
入や、市民の購入費を補助
する。

質
疑　

燃
料
電
池
自
動
車

等
普
及
促
進
補
助
金
制
度

創
設
の
理
由
は
。

答
弁　

水
素
利
活
用
計
画

の
策
定
中
で
あ
る
が
、
燃

料
電
池
自
動
車
の
普
及
目

標
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の

普
及
の
た
め
に
、
市
民
の

方
が
導
入
さ
れ
る
際
に
支

援
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
県
で
も
補
助
制
度
を

持
つ
市
町
へ
50
万
円
の
補

助
を
予
定
し
て
い
る
。

拡 水素利活用推進事業 社会保障・税番号制度対応事業

拡 合併処理浄化槽整備推進事業新 公共交通ネットワーク形成事業

※水素ステーションの整備
　が進む地方卸売市場地内
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主
な
質
疑
と
し
て
、「
本
来
で

あ
れ
ば
、
条
例
と
新
年
度
予
算
が

一
緒
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
て
こ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
条
例
を
出
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
」
と
の
問
い
に

対
し
、「
条
例
は
国
の
法
改
正
や

施
行
令
の
改
正
が
済
ん
で
か
ら
改

正
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

こ
の
度
は
３
月
４
日
と
３
月
11

日
に
国
民
健
康
保
険
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
最
終
日
に
上
程

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
の
答
弁

で
し
た
。

　

ま
た
、「
今
回
の
改
正
は
、
負

担
軽
減
措
置
の
拡
大
と
な
っ
て
い

る
が
、
保
険
基
盤
安
定
制
度
の
中

で
、
国
と
県
と
市
が
負
担
す
る
と

の
理
解
で
よ
い
か
」
と
の
問
い
に

対
し
、「
保
険
基
盤
安
定
制
度
の

保
険
料
軽
減
分
と
し
て
、
県
が
４

分
の
３
、
市
が
４
分
の
１
を
負
担

し
、
法
定
の
繰
り
入
れ
が
さ
れ
る
。

ま
た
、
保
険
者
支
援
分
と
し
て
、

国
が
２
分
の
１
、
県
と
市
が
４
分

の
１
ず
つ
の
繰
り
入
れ
が
あ
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
新
し
く

建
設
さ
れ
た
鼓
海
園
老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
ま
で

ど
お
り
40
人
の
定
員
で
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
は
行
わ
れ
る
の
か
」
と
の

問
い
に
対
し
、「
現
在
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
は
３
月
末
で
廃
止
と

な
る
。
今
後
は
、
社
会
福
祉
事
業

団
が
新
た
に
建
設
し
た
老
人
ホ
ー

ム
と
合
わ
せ
て
今
と
同
規
模
の

40
人
定
員
で
実
施
す
る
。
現
在

は
公
設
民
営
だ
が
今
後
は
民
設
民

営
と
な
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

教育福祉委員会
各常任委員会における議案の審査の状況です。

委員会レポート
　　　　　　　　　 （その２）

国
民
健
康
保
険
条
例
の
軽
減
措
置
拡
大
と

　
　
　
　
　

 

賦
課
限
度
額
の
増
額
の
改
正

周
南
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

災
害
派
遣
手
当
支
給

条
例
制
定

大
津
島
辺
地

総
合
整
備
計
画
の
変
更

廃
校
の
大
道
理
小
学
校
の
屋
内
運
動
施
設
は

　
　
　
　

 
大
道
理
地
区
体
育
館
と
し
て
管
理

周
南
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

 

こ
の
議
案
は
、
休
校
中
の
大
道

理
小
学
校
が
４
月
か
ら
廃
校
に
な

る
こ
と
か
ら
、
同
校
の
屋
内
運
動

場
施
設
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
所
管

の
体
育
施
設
と
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
こ
の
施

設
を
今
後
使
用
す
る
場
合
、
受
け

付
け
業
務
や
貸
館
業
務
は
ど
こ
が

行
う
の
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、

「
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
支
所
の
職

員
が
行
う
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
本
市
の

職
員
を
他
市
に
派
遣
し
た
場
合

に
、
派
遣
先
の
自
治
体
が
災
害
派

遣
手
当
を
支
給
す
る
た
め
の
条
例

を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
は

ど
う
す
る
の
か
」
と
の
問
い
に
対

し
、「
例
え
ば
、
一
昨
年
の
萩
市

の
災
害
の
際
は
、
派
遣
し
た
時
点

で
は
、
萩
市
も
条
例
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
災
害
の
後
で
条

例
を
制
定
し
、
遡
及
適
用
を
さ
れ

た
。
現
在
、
県
内
で
は
７
市
で
条

例
を
制
定
し
て
い
る
が
、
災
害
等

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
途
中
で
条

例
を
制
定
し
、
遡
及
適
用
す
る
例

が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。
条
例
が

制
定
さ
れ
て
い
な
い
と
、
手
当
と

し
て
支
給
で
き
な
い
の
で
、
そ
の

よ
う
な
対
応
に
な
る
」
と
の
答
弁

で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
回
天
記

念
館
の
整
備
は
、
具
体
的
に
ど
の

あ
た
り
を
整
備
す
る
の
か
」
と
の

問
い
に
対
し
、「
回
天
記
念
館
ま

で
の
誘
導
路
に
、
高
齢
者
の
方
で

も
上
り
や
す
い
手
す
り
を
設
置
し

た
い
。
ま
た
、
駐
車
場
の
舗
装
な

ど
の
敷
地
内
の
整
備
、
周
辺
の
フ

ェ
ン
ス
設
置
、
眺
望
を
よ
く
す
る

た
め
の
支
障
木
の
伐
採
等
を
計
画

し
て
い
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
地
区
の
体
育
館
と
し
て
利
用
さ
れ
る

大
道
理
小
学
校
の
屋
内
運
動
場

体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

し
し
ょ
う
ぼ
く

企画総務委員会



第１回定例会［委員会レポート・中間報告］ 周南市議会だより平成 27 年 5 月 15 日

13

◇
新
南
陽
総
合
支
所
及
び
西
消
防
署

　

庁
舎
整
備
基
本
構
想
（
案
）

《
執
行
部
の
説
明
（
要
旨
）
》

　

基
本
構
想
の
方
針
を
新
南
陽
総
合
支

所
、
西
消
防
署
ご
と
に
ま
と
め
、
耐
震

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
全
面
建
て
替
え
か
を

比
較
検
討
し
、
総
合
支
所
、
西
消
防
署

と
も
に
全
面
建
て
替
え
の
案
が
有
利
で

あ
る
と
判
定
し
た
。
ま
た
、
庁
舎
規
模

は
、
定
数
30
人
、
約
１
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
と
し
た
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
は
、
本
庁
の
概
算
計
画
の
単
価
を
も

と
に
４
億
円
、
解
体
や
周
辺
整
備
に
１

億
２
０
０
０
万
円
の
合
わ
せ
て
約
５
億

２
０
０
０
万
円
と
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
今
年
度
基
本
構
想
を
策
定
後
、

基
本
計
画
・
基
本
設
計
を
策
定
、
実
施

設
計
、
建
設
工
事
、
引
越
し
、
総
合
支

所
の
解
体
と
な
る
。
最
も
早
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
、
28
年
度
に
基
本
計
画
・

基
本
設
計
、
32
年
度
に
西
消
防
署
の

解
体
と
な
る
。

◇
鹿
野
総
合
支
所
施
設
整
備

　

基
本
方
針
（
案
）

《
執
行
部
の
説
明
（
要
旨
）
》

　

総
合
支
所
整
備
に
係
る
基
本
的
な
考

え
方
は
、
場
所
を
検
討
す
る
際
に
、

「
市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
で
あ
る
こ

と
」、「
総
合
支
所
機
能
が
集
約
で
き
る

だ
け
の
ま
と
ま
っ
た
敷
地
が
あ
る
こ

と
」、「
来
庁
者
の
交
通
事
情
に
対
応
で

き
る
こ
と
」、「
他
の
公
共
施
設
と
の
連

携
が
図
り
や
す
い
場
所
で
あ
る
こ
と
」、

「
防
災
拠
点
の
形
成
に
つ
な
が
る
な
ど

都
市
機
能
の
向
上
を
図
れ
る
場
所
で
あ

る
こ
と
」、「
市
民
が
利
用
し
や
す
い
場

所
で
あ
る
こ
と
」
の
６
項
目
を
条
件
と

し
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
山
口
銀
行
鹿
野
支
店

に
総
合
支
所
の
一
部
を
貸
し
付
け
て
い

る
が
、
こ
の
契
約
期
間
が
あ
と
３
年
残

っ
て
い
る
。
契
約
期
間
終
了
後
の
山
口

銀
行
の
動
向
が
、
住
民
の
生
活
に
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
お

り
、
鹿
野
支
店
が
鹿
野
地
域
に
存
続
す

る
こ
と
が
、
住
民
の
方
の
総
意
と
理
解

（その３）

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
工
事
を

進
め
て
い
く
上
で
、
事
業
費
の
圧

縮
に
努
め
て
き
た
と
思
う
が
、
最

終
的
に
、
当
初
の
契
約
か
ら
約
３

割
減
と
な
っ
た
金
額
は
、
納
得
の

い
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
か
」

と
の
問
い
に
対
し
、「
一
つ
一
つ

を
精
査
し
、
昼
間
に
で
き
る
作
業

は
昼
間
に
す
る
な
ど
し
た
結
果
、

適
正
な
金
額
に
な
っ
た
と
考
え
て

い
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
当
初
の
契
約
金
額
の

算
定
の
仕
方
に
問
題
は
な
か
っ
た

と
思
う
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、

「
Ｊ
Ｒ
の
場
合
は
営
業
し
な
が
ら

の
工
事
と
い
う
こ
と
で
、
夜
間
の

工
事
や
仮
設
を
し
な
が
ら
や
り
か

え
る
手
戻
り
工
事
な
ど
、
安
全
対

策
も
含
め
て
、
特
殊
な
要
因
が
多

く
あ
る
。
当
初
、
金
額
を
算
定
し

た
と
き
に
、
市
で
は
わ
か
ら
な
い

部
分
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
日
本

交
通
計
画
協
会
に
査
定
し
て
も
ら

っ
て
お
り
、
や
り
方
に
間
違
い
は

な
か
っ
た
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
光
市
区

域
内
の
整
備
工
事
が
完
了
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
完
成
後
の
管
理
は

ど
こ
が
行
う
の
か
」
と
の
問
い
に

対
し
、「
管
理
は
光
市
水
道
局
で
、

財
産
と
し
て
は
周
南
市
の
も
の
と

な
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
供
用
開
始
は
い
つ

か
」
と
の
問
い
に
対
し
、「
樋
口

配
水
池
が
完
成
し
た
後
に
、
試
験

運
転
を
行
い
、
熊
毛
地
区
で
簡
易

水
道
が
普
及
し
て
い
る
地
域
で
は

平
成
28
年
７
月
か
ら
、
未
普
及
地

域
は
平
成
29
年
度
か
ら
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
る
」
と
の
答

弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

徳
山
駅
南
北
自
由
通
路
整
備
及
び

 

駅
橋
上
化
工
事
は
、
約
３
割
減
額
で
精
算
完
了

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
／

徳
山
駅
南
北
自
由
通
路
整
備

及
び
徳
山
駅
橋
上
化
工
事

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
／

熊
毛
地
区
簡
易
水
道
送
水

施
設
整
備
工
事

平
成
26
年
９
月
６
日
に
開
通
し
た

徳
山
駅
南
北
自
由
通
路

企
画
総
務
委
員
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

〜
中
間
報
告
〜

し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
山
口
銀
行
と

も
協
議
、
調
整
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
こ
の
結
果
が
、
総
合
支
所
整
備
の

方
向
性
に
関
連
し
て
く
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
方
針
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
に
特
定
す

る
こ
と
は
せ
ず
、
今
後
、
総
合
的
に
整

理
、
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

《
執
行
部
の
説
明
（
要
旨
）
》

　

周
南
市
水
素
利
活
用
計
画
（
案
）

は
、「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
未
来
を
拓

く
水
素
先
進
都
市
周
南
」
を
目
指
す
た

め
の
計
画
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
総
合

環境建設委員会

「
新
南
陽
総
合
支
所
及
び
西
消
防

署
庁
舎
整
備
基
本
構
想
に
関
す
る

調
査
」・「
鹿
野
総
合
支
所
施
設

整
備
基
本
方
針
に
関
す
る
調
査
」

環
境
建
設
委
員
会

周
南
市
水
素
利
活
用
計
画
（
案
）
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計
画
の
基
本
施
策
で
あ
る
「
工
業
・
新

産
業
の
振
興
」、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
と
低
炭
素
社
会
の
実
現
」
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
周
南
市
環
境
基
本
計
画

を
推
進
す
る
計
画
と
し
て
も
位
置
づ
け

て
い
る
。

　

こ
の
計
画
は
、
４
つ
の
基
本
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
①
水
素

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
②
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
核
と
し
た
地
域
モ
デ

ル
の
構
築
、
③
水
素
関
連
産
業
等
に
関

す
る
人
材
育
成
・
事
業
所
支
援
の
充

実
、
④
市
民
・
企
業
等
へ
の
普
及
・
啓

発
事
業
の
強
化
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
水
素
利
活
用
協
議
会
の
協
議

を
経
て
、
策
定
を
完
了
す
る
。

《
執
行
部
の
説
明
（
要
旨
）
》

　

本
計
画
の
趣
旨
は
、
ご
み
の
減
量

化
・
再
資
源
化
及
び
適
正
な
ご
み
処
理

を
推
進
し
、
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る

た
め
の
施
策
と
目
標
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
計
画
期
間
は
平
成

27
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
あ
る
。

　

基
本
理
念
を
、「
み
ん
な
で
つ
く
る

循
環
型
社
会
の
ま
ち
・
周
南
」
と
し
、

行
政
・
市
民
・
事
業
者
が
協
働
・
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

基
本
方
針
は
、
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー

ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
さ

ら
な
る
推
進
、
効
率
的
ご
み
処
理
シ
ス

テ
ム
の
確
立
、
環
境
教
育
の
啓
発
の
促

進
と
し
た
。

　

今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
た
後
、
意
見
を
集
約
し
、
ご
み

対
策
審
議
会
に
諮
り
、
決
定
す
る
。

《
執
行
部
の
説
明
（
要
旨
）
》

　

実
施
設
計
（
案
）
は
、
こ
れ
ま
で
に

当
委
員
会
や
デ
ザ
イ
ン
会
議
等
で
い
た

だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
作
成
し
た
。

　

基
本
設
計
か
ら
の
変
更
点
は
、
ま
ず
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
屋
上
ま
で
上
げ
、
屋

上
中
央
部
に
、
御
幸
通
り
を
一
望
で
き

る
展
望
デ
ッ
キ
を
設
置
し
、
二
階
に
配

置
を
予
定
し
て
い
た
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
を
三
階
に
移
動
さ
せ
る
。
三
階

の
会
議
室
は
、
大
会
議
室
を
図
書
館
と

連
携
し
て
使
え
る
配
置
に
変
え
、
図
書

館
と
一
体
と
な
っ
た
催
し
の
開
催
を
可

能
と
す
る
。
ま
た
、
独
立
し
た
中
会
議

室
を
追
加
設
置
し
、
学
生
等
の
学
習
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

　

現
在
、
設
計
業
務
の
最
終
作
業
を
進

め
て
お
り
、
あ
と
は
法
申
請
な
ど
の
諸

手
続
の
み
を
残
す
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
大
き
な
経
済
効
果
と
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
、
中
心
市
街
地
活
性
化

の
核
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
新
駅

ビ
ル
の
一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し

て
、
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

《
主
な
質
疑
・
答
弁
》

問　

集
客
目
標
を
年
間
１
０
０
万
人
と

す
る
根
拠
は
。

答　

１
０
０
万
人
近
く
を
集
め
て
い
る

武
雄
市
図
書
館
の
方
式
を
参
考
に
し
て

い
る
。
さ
ら
に
立
地
条
件
と
し
て
は
、

１
日
約
１
万
４
０
０
０
人
が
利
用
す
る

駅
で
あ
り
、
駐
車
場
も
併
設
し
、
駅
前

地
下
駐
車
場
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

武
雄
市
図
書
館
以
上
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

経
済
効
果
を
幾
ら
と
試
算
し
て
い

る
か
。

答　

武
雄
市
を
参
考
に
し
て
、
観
光
動

態
調
査
の
日
帰
り
消
費
額
を
も
と
に
算

出
す
る
と
、
年
間
約
17
億
円
の
経
済

効
果
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

庁
舎
建
設
基
本
設
計
市
民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
仮
庁
舎
配
置
部
署
、
庁
舎
建

設
基
本
設
計
案
に
対
す
る
各
会
派
か
ら

の
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

《
主
な
質
疑
・
答
弁
》

問　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
設
置
す
る
、

各
地
域
の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
コ
ー
ナ

ー
は
、
ど
の
よ
う
な
形
を
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や
パ
ソ
コ

ン
に
デ
ー
タ
を
載
せ
る
方
法
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

問　

庁
舎
建
設
に
に
ぎ
わ
い
創
出
の
目

標
を
加
え
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
が
ど

う
か
。

答　

駅
か
ら
動
物
園
ま
で
の
都
心
軸
の

ル
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
、
岐
山
通
り
を

通
っ
て
い
た
だ
き
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に

つ
な
が
る
よ
う
な
庁
舎
整
備
を
し
て
い

き
た
い
。

問　

吹
き
抜
け
に
よ
る
節
約
な
ど
の
効

果
に
疑
問
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答　

重
力
式
の
自
然
換
気
に
よ
り
冷
房

期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
、
空
調

コ
ス
ト
の
削
減
が
で
き
る
。
ま
た
、
自

然
光
に
よ
り
、
通
路
部
分
の
減
光
、
消

灯
も
可
能
性
が
あ
り
、
電
力
の
削
減
も

可
能
と
考
え
て
い
る
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
は
か
か
る
が
、
維
持
管
理
費
で
約

５
６
０
０
万
円
の
削
減
も
可
能
と
な
る

の
で
、
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
主
な
質
疑
・
答
弁
》

問　

今
回
、
議
会
と
し
て
も
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
決
議
ま
で
行
い
、
積
極

的
に
関
わ
っ
て
き
た
。
当
然
10
年
後

に
は
、
こ
の
計
画
の
一
言
一
句
が
き
ち

ん
と
で
き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
執
行
部
と
し
て
そ
の
覚
悟
は

十
分
で
き
て
い
る
の
か
。

答　

特
別
委
員
会
ま
で
設
置
し
、
議
会

で
も
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
た
だ
い

た
。
こ
ち
ら
も
そ
れ
に
合
わ
せ
対
応
す

る
た
め
に
、
一
字
一
句
丁
寧
に
直
し
て

い
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
か
な
り
の

分
野
に
お
い
て
、
共
同
作
業
の
中
で
で

き
た
。
10
年
後
に
こ
う
い
う
町
に
し
て

い
く
と
い
う
理
想
が
今
で
き
た
の
で
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
全
力
で
や
っ
て
い
く

こ
と
は
約
束
す
る
が
、
結
果
と
し
て
そ

う
な
る
か
ど
う
か
は
そ
の
時
々
の
調
整

が
あ
る
の
で
、
５
年
後
の
後
期
基
本
計

画
を
作
成
す
る
段
階
で
、
も
う
一
回
見

直
し
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

問　

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

答　

市
町
村
や
地
域
住
民
、
公
共
交
通

の
事
業
者
、
公
安
委
員
会
、
道
路
管
理

者
、
学
識
経
験
者
と
い
っ
た
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
会
議
を
組
織
し
、

地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
公
共
交
通
網

を
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
う
形
で
つ

く
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
個
別
具
体
的
な
実
行
計
画
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
を
、

交
通
網
形
成
計
画
の
中
で
つ
く
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、
第
２
次
周
南
市
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
が
策
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
３
月
定
例
会
で
の
報

告
を
も
っ
て
委
員
会
の
調
査
を
終
了
し

ま
し
た
。

徳
山
駅
周
辺
整
備

対
策
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
策
定

に
関
す
る
特
別
委
員
会

公
共
施
設
再
配
置
計
画

及
び
新
庁
舎
建
設
に

関
す
る
特
別
委
員
会

周
南
市
一
般
廃
棄
物
ご
み
処
理

基
本
計
画
（
素
案
）

（
仮
称
）
新
徳
山
駅
ビ
ル
実
施
設
計
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
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議案等の議決結果
可決（賛成多数）
可決（賛成多数）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（賛成多数）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（賛成多数）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）

承認（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）

同意（全会一致）
可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）

可決（賛成多数）

可決（全会一致）

可決（賛成多数）

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（賛成多数）
可決（全会一致）
可決（賛成多数）
可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（賛成多数）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）

可決（賛成多数）

可決（賛成多数）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（賛成多数）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

市長提出議案：平成27年度予算 議決結果
一般会計予算⇒640億4,300万円
国民健康保険特別会計予算⇒２０１億8,551万5,000円
国民健康保険鹿野診療所特別会計予算⇒1億4,123万円
後期高齢者医療特別会計予算⇒22億416万４,000円
介護保険特別会計予算⇒119億980万4,000円
簡易水道事業特別会計予算⇒15億４,368万円
地方卸売市場事業特別会計予算⇒3億7,962万4,000円
国民宿舎特別会計予算⇒1億534万3,000円
駐車場事業特別会計予算⇒2,630万5,000円
水道事業会計予算⇒収益的支出と資本的支出の合計額50億5万3,000円
下水道事業会計予算⇒収益的支出と資本的支出の合計額98億463万2,000円
病院事業会計予算⇒収益的支出と資本的支出の合計額41億1,503万4,000円
介護老人保健施設事業会計予算⇒収益的支出と資本的支出の合計額4億1,774万6,000円
モーターボート競走事業会計予算⇒収益的支出と資本的支出の合計額276億3,309万9,000円

◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

市長提出議案：条例改正など
人権擁護委員候補者の推薦⇒平野明子氏
指定管理者の指定（全６件）⇒26年度末で指定管理期間が満了するものを引き続き指定管理者に指定するもの
工事請負契約の一部変更（4件）⇒福川漁港温田地区海岸保全施設整備事業、久米中央土地区画整理事業雨水調整池設置工事、徳山駅
南北自由通路整備及び徳山駅橋上化工事、新櫛浜公民館・支所改築主体工事
工事請負契約の締結（2件）⇒今宿小学校教室棟（NO．１８）・屋体（NO．２２）耐震改修主体工事、遠石小学校教室棟（NO．２）耐震改修主体工事
報酬及び費用弁償支給条例の一部改正⇒報酬を受ける非常勤職員の追加、名称変更等の所要の改正
特殊勤務手当支給条例の一部改正⇒消防組織法の規定による緊急消防援助隊の出動手当を支給する等の所要の改正
災害派遣手当支給条例制定⇒災害対策基本法の規定による災害時に本市に派遣される職員に対する災害派遣手当の支給について定めるもの
市長等の給与に関する条例の一部改正⇒地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により、教育長が特別職として位置づけら
れることに伴う改正及び市長等の期末手当の所要の改正
市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正⇒特別職の改正に併せて行う期末手当の改正
一般職の職員の給与に関する条例の一部改正⇒平成２６年人事院勧告に伴う平成２７年度の一般職員の給料表、勤勉手当、単身赴任手
当、管理職員特別勤務手当等の所要の改正
管理職手当支給条例の一部改正⇒管理職手当を定率制から定額制とする所要の改正
職員退職手当支給条例の一部改正⇒早期退職募集制度及び定年前退職特例措置の導入並びに退職手当調整額を改定する所要の改正
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正⇒退職手当条例の改正に伴う引用条項の整備のための所要の改正
市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正⇒地方公務員法の規定に基づき条例で定める職員の失職の特例を定めることについての所要の改正
行政手続条例の一部改正⇒行政手続法の改正を踏まえた所要の改正
債権管理条例制定⇒市の債権の管理の適正化を図り、もって市民負担の公平性を確保し、円滑な財政運営に資するために定めるもの
手数料条例の一部改正⇒建築基準法等の改正に伴う所要の改正
介護保険条例の一部改正⇒介護保険法施行令の改正に伴う保険料率の改正等の所要の改正
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備、運営等に関する基準を定める条例制定⇒厚生労働省令の改正に伴う所要の改正
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法等に関する基準を定める条例制定⇒厚生労働省令の改正に伴う所要の改正
老人デイサービスセンター条例の一部改正⇒鼓海園老人デイサービスセンターを廃止する改正及び介護保険法の改正に伴う所要の改正
新南陽総合福祉センター条例の一部改正⇒介護保険法の改正に伴う所要の改正
特別養護老人ホーム条例を廃止する条例制定⇒社会福祉事業団が施設を開設することに伴い、特別養護老人ホーム鼓海園を廃止することについて定めるもの
保育の実施に関する条例の一部改正⇒児童福祉法の改正に伴う保育料の上限額を定めるなどの所要の改正
介護老人保健施設事業の設置等に関する条例の一部改正⇒介護保険法の改正に伴う所要の改正
熊毛勤労者総合福祉センター条例の一部改正⇒冷暖房使用料金の改定などの所要の改正
都市公園条例の一部改正⇒高水街区公園プールを廃止する改正
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例制定⇒現行の教育委員
会委員長と教育長を一本化した新たな教育長が設置されることによる所要の改正
教育長の勤務時間、休暇等及び職務に専念する義務の特例に関する条例制定⇒教育長の勤務時間、休日、休暇等に関し必要な事項を定めるもの
市立幼稚園保育料徴収条例の一部改正⇒子ども・子育て支援法の施行に伴い、市立幼稚園の園児保護者が属する世帯の所得状況等に
より利用者負担額（保育料）を定める所要の改正
いじめ問題対策連絡協議会等の設置に関する条例制定⇒いじめ防止対策推進法の規定により、周南市いじめ問題対策連絡協議会、周
南市いじめ問題調査委員会及び周南市いじめ調査検証委員会を設置することについて定めるもの
市立小学校条例の一部改正⇒休校中の大道理小学校が大道理夢求の里交流館として活用されていることに伴い、大道理小学校を廃校とする所要の改正
体育施設条例の一部改正⇒大道理小学校屋内運動場施設を、学校施設から体育施設として維持していくための所要の改正
山口県市町総合事務組合の共同処理する事務及び規約の変更⇒非常勤職員公務災害補償事務に新たに柳井市が加わったことに伴う変更
小潮辺地総合整備計画の策定⇒林道高岳線の整備
大津島辺地総合整備計画の変更⇒回天記念館周辺整備事業の追加
工事請負契約の一部変更（３件）⇒樋口配水池築造工事、熊毛地区簡易水道送水施設整備工事（２件）
国民健康保険条例の一部改正⇒国民健康保険料の賦課限度額の見直し、負担軽減措置の拡充及び医療費に要する費用を市町村が共同で負担する交付金事業の制度改正

◆
◆
◆
◆
◆
◆

市長提出議案：平成26年度補正予算
一般会計補正予算（第８号）についての専決処分を報告し、承認を求めることについて
一般会計補正予算（第９号）⇒8億1,190万円減額
国民健康保険特別会計補正予算（第３号）⇒2億6,116万6,000円増額
介護保険特別会計補正予算（第３号）⇒307万6,000円減額
簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）⇒財源補正
モーターボート競走事業会計補正予算（第３号）⇒4億円増額

議決結果

議決結果

継続審査

◆
委員会提出議案

議員提出議案

議決結果

議決結果
委員会条例の一部改正⇒４月１日から競艇事業部が競艇事業局へ変更になることに伴う改正及び、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴う所要の改正

◆ 政治倫理条例の一部改正⇒市の定義に指定管理者を加える所要の改正

報　　告：損害賠償の額を定めることに関する専決処分について（３件）
議会報告：定期監査結果（２件）、 例月出納検査の結果（３件）、 財政援助団体等監査（出資団体監査）の結果（２件）、 陳情の処理の経過及び結果報告

可決（全会一致）

可決（賛成多数）



６月
定例会の予定

６月24日（水）
６月29日（月）～７月１日（水）
７月２日（木）

７月３日（金）・６日（月）
７月10日（金）

本会議
本会議
常任委員会

予算決算委員会
本会議

周南市議会　インターネット中継 で 検索 を

※ 委員会懇談会とは、周南市議会独自の制度で市民の皆さんと議会が懇談し、市民の声を議会活動に生かすことを目的としています。

●傍聴席の入り口の受付簿に住所と氏名を記入していただければ、どなたでも傍聴できます。

インターネット放送は、本会議の生中継と録画放映です。
録画放映は、本会議の３～４日後から視聴できます。

※本会議・委員会は午前９時30分から開催します。
※土・日曜日は休会です。
※日程の変更はホームページ等でお知らせします。

これまでどおり本会議の様子を実況放送します。
放送の日程は、上記の「６月定例会の予定」のとおりです。
一般質問の再放送は、翌日午後６時から行います。なお再々放送は、
ＣＣＳでおよそ10日後の午後３時から行っています。
委員会の様子を録画放映しています。
委員会の審査の様子は２時間程度にまとめた番組を放送しています。
放映の日程は、市議会ホームページでお知らせします。
★ＣＣＳ ……… デジタル 111Ch
★Ｋビジョン … デジタル 123Ch

★メディアリンク … デジタル 122Ch

議員提出議案の概要

委員会懇談会（ミニコン）を開催

市議会からのお知らせ

■ 政治倫理条例を一部改正しました
　周南市政治倫理条例は、市議会議員及び市長が、「政治倫理の確立と向上に努め、その地位による影響力を
行使して、自己の利益を図ることのないよう必要な措置を講ずることにより、市政に対する市民の信頼に応え
る」ことを目的としています。
　今回の改正は、議員及び市長が遵守しなければならない政治倫理基準の第３条第１項第２号における「市」
の定義に、指定管理者を加え、市との契約に関する遵守事項を、指定管理者にも適用するなどの所要の改正を
行うものです。
《主な改正箇所》
第３条
（2）市（市が設立した公社、市が出資金その他これらに準ずるものを拠出している公益法人及び株式会社並

びに指定管理者（地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第244条の２第３項に規定
する指定管理者をいう。）を含む。第４条第１号及び第19条において同じ。）が行う工事等の請負契約
（下請負を含む。）、委託契約、物品納入契約その他の契約に関し、特定の者のために推薦、紹介その他
有利な取り計らいをしないこと。

■ 議会を傍聴しませんか

■ インターネット議会中継

■ ケーブルテレビ議会中継

企画総務委員会 教育福祉委員会
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　教育福祉委員会は、２月19日に「病院
間の連携の現状と課題について」をテーマ
に、徳山医師会と委員会懇談会を開催しま
した。出席者から「医師・看護師不足が課
題であり、今後は少子化対策に力を入れる
必要がある」、「行政と医療関係者が意見交
換する場を定期的に設け、話し合った内容
を具現化することが必要」などの意見があ
りました。

　企画総務委員会は、２月９日に「周南市における今後のイ
ベントのあり方について」をテーマに、一般財団法人周南観
光コンベンション協会と委員会懇談会を開催しました。出席
者から「周南市の地域全体の一
体化の醸成が課題」、「多くの
方々が協力、参画し、みんなで
つくり上げるイベントにしたい
ので、今後も協力をお願いした
い」などの意見がありました。

　４月26日に行
われた市議会議
員補欠選挙にお
いて福田吏江子
氏が当選しまし
た。４月27日、
議長において、
教育福祉委員に
指名されました。福田 吏江子

ふく だ り え こ

市議会議員補欠選挙結果


